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オープニング対談「ちひろと一茶をつなぐもの」
出版記念展「ちひろと一茶」関連企画

03「フォト×俳句」展

ちひろの絵で一句。

「フォト×俳句」は、写真と俳句を組み合わせて一つの作品にする「新し

い文芸」です。写真と俳句の「付かず離れず」の関係によって、表現が広

がります。写真と俳句が響き合う楽しさを、信濃毎日新聞「信州楽学（ら

くがく）」面の「フォト×俳句」コーナーで紹介しています。今回は紙面掲

載作品から優秀作など約３０点を展示します。

安曇野ちひろ美術館館長の松本猛と信州の俳人、飯島ユキ氏が一茶の俳句の魅力や、ちひろの絵と共通するテーマなど

について語り合います。お問合せやお申込は、安曇野ちひろ美術館（TEL:0261-62-0773）担当：屋代まで。

展示作品のなかから、絵を選

んで俳句をお詠みください。

展覧会終了後に賞の発表が

あります。※イベントの詳細や

応募方法はＨＰにて近日中に

お知らせします。

http ://www.ch ih i ro . jp/

３月１日(日)～５月１２日(火)　多目的ギャラリーにて開催

俳句を募集します。期間：３月１日(日)～５月１２日(火)

４月１９日(日) は、開館記念日。ご来館の皆様には、ささやかなプレゼントをさしあげます。

入口 ・長井

３月１日(日) １３：００～１４：３０　

04「フォト×俳句」を語る

05

２００８年７月に始まった信濃毎日新聞「フォト×俳句」コーナ

ーの選者を務める写真家、中谷吉隆氏と俳人、坊城俊樹氏

を招き、「フォト×俳句」の魅力や初心者も対象にした作り方

のポイントなどを話していただきます。参加者が事前に作った

作品の講評も予定しています。

詳細はお問合せ下さい。TEL:0261-62-0772　担当：松本

４月１１日(土)　13：30～

主催：信濃毎日新聞社

主催：信濃毎日新聞社　共催：安曇野ちひろ美術館　協賛：株式会社ビー・クス

対談　中谷吉隆氏×坊城俊樹氏

俳人。１９５７年東京都生まれ。俳誌「花鳥」編集

長、日本伝統俳句協会理事・事務局長。高浜虚

子は曾祖父。句集「あめふらし」、俳句入門「丑三

（うしみ）つの厨（くりや）のバナナ曲（まが）るなり」

など。ＮＨＫ「俳句王国」に出演。

坊城 俊樹　Toshiki Bojo

写真家。１９３７年広島市生まれ。ルポルタージュ

やスポーツの分野で活躍。２００２-０５年、長野県

写真県展審査員。日本写真家協会員。写真集

「ノーサイドの笛が鳴る」「神楽坂Ｓｔｏｒｙ」など。

写真月刊誌「フォトコン」の「フォトハイ句！」選者。

中谷 吉隆　Yoshitaka Nakatani

飯島　ユキ　Yuki Iijima

※要申込、定員８０名になり次第締切

俳人。俳句羅（ｒａ）の会代表。

著書 句集「一　 」、「庭の水族館」、

「今朝の丘・平塚らいてうと俳句」

第４回 平塚らいてう賞・特別賞受賞

いわさきちひろ「やぎと男の子」1969年

中谷吉隆（龍子）
りゅうし

参加費：無料(入館料のみ) 場所：多目的ギャラリー

※要申込、定員８０名になり次第締切

参加費：無料(入館料のみ) 場所：多目的ギャラリー


